
 

平成２２年６月２４日 
 

お 知 ら せ 
新日本製鐵株式會社 

 
   本日開催の第８６回定時株主総会において、取締役の選任及び監査役の一部選任が行われ、引き 
続き開催の取締役会及び監査役の互選により、下記の通り就任いたしましたので、お知らせいたし 

ます。 

  また、「インド C.A.P.L.プロジェクト班」の設置に伴い、平成２２年７月１日付をもって下記の 

通り、関係する取締役副社長・常務取締役・執行役員の業務分担・役職委嘱を一部変更することが 

決定されましたので、お知らせいたします。 

  

   

                   記 

 

   ［氏 名］       ［役 付 等］       ［業務分担・役職委嘱］ 

 

三 村 明 夫     代表取締役会長 

 

宗 岡 正 二     代表取締役社長 

 

内 田 耕 造     代表取締役副社長    ・営業総括、海外営業、プロジェク 

 ト開発、各品種事業、機材、上海 

 宝山冷延・CGL プロジェクト、各 

 支店担当 

・各海外事務所に関する事項につき、 

谷口副社長に協力 

 

                         【注：H.22.7.1.－】 

  ・営業総括、海外営業、プロジェク 

 ト開発、各品種事業、機材、上海 

 宝山冷延・CGL プロジェクト、 

インド C.A.P.L.プロジェクト、 

各支店担当 

・各海外事務所に関する事項につき、 

谷口副社長に協力 

 

 

 

 



 

谷 口 進 一          代表取締役副社長      ・経営企画、財務、海外事業企画、 

原料、各海外事務所担当 

 

黒 木 啓 介     代表取締役副社長   ・知的財産、安全推進、技術総括、 

製銑技術、製鋼技術、スラグ・セ 

メント事業推進、技術協力担当 

・ 環境に関する事項につき、進藤副 

社長に協力 

 

進 藤 孝 生     代表取締役副社長   ・総務、業務プロセス改革推進、人 

事・労政、環境担当 

                       ・安全推進に関する事項につき、黒 

                        木副社長に協力 

 

＊岩 城 正 和     代表取締役副社長   ・技術開発本部長委嘱 

  

内 田 純 司      常務取締役       ・薄板事業部長委嘱 

                                                ・営業総括に関する事項管掌 

 

【注：H.22.7.1.－】 

・薄板事業部長、インド C.A.P.L.プ 

ロジェクト班長委嘱 

                                              ・営業総括に関する事項管掌 

 

大 下  滋       常務取締役        ・知的財産、技術総括、製銑技術、 

製鋼技術、スラグ・セメント事業 

推進、技術協力に関する事項管掌 

・ 各品種事業に関する事項につき、 

内田副社長を補佐 

  

小 畠  徹       常務取締役        ・上海宝山冷延・CGL プロジェクト 

班長委嘱 

・海外事業企画、原料、機材、各海 

外事務所に関する事項管掌 

 

注１：＊印は新任取締役 

 

 

 

 



 

［氏 名］       ［役 付 等］       ［備考］ 

 

太 田 順 司  常任監査役        （常勤） 

 

田 邊 俊 秀  監査役          （常勤） 

 

吉 田 勝 成  監査役          （常勤） 

 

茅   陽 一  監査役 

 

三 木 繁 光  監査役 

 
木 藤 繁 夫  監査役 
 

草 刈 隆 郎  監査役 

 

注２：茅陽一氏、三木繁光氏、木藤繁夫氏及び草刈隆郎氏は、会社法第２条第１６号に定める 

社外監査役であります。 

 

 

 

【平成２２年７月１日付 執行役員の役職委嘱の変更】 

 

   ［氏 名］       ［役 付 等］       ［業務分担・役職委嘱］ 

 

山 田 正 人       執行役員     ・上海宝山冷延・CGL プロジェクト 

班副班長、インド C.A.P.L.プロジ 

ェクト班副班長委嘱 

・薄板技術に関する業務につき、薄 

板事業部長を補佐 

 

佐 伯 康 光       執行役員     ・薄板事業部副事業部長、棒線事業 

部長、インド C.A.P.L.プロジェク 

ト班副班長委嘱 

 

 注３：下線部が変更箇所 

                                  以 上 


